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令
和
５
年
７
月
か
ら
９
月
ま

で
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
例
議

会
及
び
臨
時
議
会
の
審
議
内

容
・
一
般
質
問
等
を
要
約
し
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

定

例

会

報

告

◎
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会

　
（
９
月
11
～
12
日
開
催
）

【
村
長
行
政
報
告
】

〇
令
和
４
年
度
普
通
会
計
バ
ラ

　

ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）

　

に
つ
い
て

〇
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

　

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

　

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

〇
北
海
道
新
幹
線
工
事
富
田
地

　

区
対
策
土
受
入
地
採
水
結
果

　

に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
６
月
１
日
以
降
工

　

事
等
発
注
状
況
に
つ
い
て

【
教
育
長
教
育
行
政
報
告
】

〇
中
学
生
及
び
高
校
生
海
外
研

　

修
事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い

　

て
〇
令
和
４
年
度
教
育
に
関
す
る

　

事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況

　

の
点
検
及
び
評
価
報
告
に
つ

　

い
て

〇
赤
井
川
村
立
小
学
校
適
正
配

　

置
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

【
審
議
結
果
】

○
条
例
案

・
赤
井
川
村
使
用
料
徴
収
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
公
営
企
業
の
設
置

　

等
に
関
す
る
条
例
案
に
つ
い

　

て
・
赤
井
川
村
企
業
職
員
の
給
与

　

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
公
営
企
業
の
剰
余

　

金
の
処
分
等
に
関
す
る
条
例

　

案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決（
一
括
）

・
赤
井
川
村
課
設
置
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

　

い
て

・
赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

　

つ
い
て

・
赤
井
川
村
職
員
定
数
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

　

つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決（
一
括
）

・
赤
井
川
村
財
政
調
整
基
金
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

案
に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
特
別
会
計
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

　

つ
い
て

・
赤
井
川
村
給
水
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い

　

て
・
赤
井
川
村
下
水
道
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

　

い
て

・
赤
井
川
村
下
水
道
事
業
受
益

　

者
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い

　

て
・
赤
井
川
村
水
洗
便
所
改
造
資

　

金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
案
に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
個
人
情
報
保
護
法

　

施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決（
一
括
）

○
補
正
予
算
案

・
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

・
令
和
５
年
度
赤
井
川
村
後
期

　

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

・
令
和
５
年
度
赤
井
川
村
国
民

　

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

・
令
和
５
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
令
和
５
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決（
一
括
）

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補

　

助
金
（
新
規
）

１
８
３
万
１
千
円

・
活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
推
進

　

事
業
助
成
金
（
新
規
）

１
２
万
２
千
円

・
都
地
区
簡
易
水
道
配
水
管
仮

　

移
設
に
伴
う
補
償
費（
増
額
）

１
，
７
８
３
万
１
千
円

［
歳
出
］

・
赤
井
川
村
宿
泊
税
に
関
す
る

　

協
議
会
委
員
謝
金
（
新
規
）

１
９
万
７
千
円

・
赤
井
川
診
療
所
オ
ン
ラ
イ
ン

　

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
業

　

務
委
託
料
等
（
新
規
）

６
２
万
４
千
円

・
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
補

　

助
金
（
新
規
）

３
０
０
万
円

・
赤
井
川
村
小
中
学
校
公
務
支

　

援
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託

　

料
等
（
新
規
）６

５
万
４
千
円

・
都
地
区
簡
易
水
道
配
水
管
仮

　

移
設
工
事
費
（
新
規
）

１
，
７
８
３
万
１
千
円

・
公
共
下
水
道
町
内
東
線
管
渠

　

新
設
工
事
（
新
規
）

７
２
３
万
８
千
円

○
同
意
案

・
教
育
委
員
会
教
育
委
員

佐
藤　

環
さ
ん
（
新
任
）

（
任
期　

令
和
５
年
10
月
１
日
～

令
和
９
年
９
月
30
日　

４
年
間
）

全
員
賛
成
で
原
案
同
意

○
そ
の
他

・
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

　

当
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更

　

す
る
規
約
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
カ
ル
デ
ラ
温
泉
他
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
転
換
設
備
導
入
工
事
請
負

　

契
約
の
締
結
の
議
決
事
項
の

　

変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

○
意
見
書

　

意
見
書
が
４
件
提
出
さ
れ
、

　

全
件
可
決
の
上
、
議
長
名
に

　

よ
り
国
会
及
び
関
係
省
庁
等

　

に
提
出
し
ま
し
た
。

・
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
特

　

例
措
置
の
継
続
を
求
め
る
自

　

治
体
意
見
書

提
出
者　

山
口　

芳
之

賛
成
者　

阿
部　
　

猛

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

　

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・

　

木
材
産
業
施
策
の
充
実
・
強

　

化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

連　
　
　

茂

賛
成
者　

曽
根　

敏
明

・
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会

　

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見

　

書

提
出
者　

能
登　

ゆ
う

賛
成
者　

川
人　

孝
則

議
会
だ
よ
り
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・
国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
求

　

め
る
意
見
書

提
出
者　

藤
門　
　

弘

賛
成
者　

山
口　

芳
之

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
20
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
赤
井
川
村
使
用
料
徴
収
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
案
に
つ
い
て

（
他
、
条
例
案
13
件
）

・
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

（
他
、
補
正
予
算
案
４
件
）

・
カ
ル
デ
ラ
温
泉
他
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
転
換
設
備
導
入
工
事
請
負

　

契
約
の
締
結
の
議
決
事
項
の

　

変
更
に
つ
い
て

一 

般 

質 

問 

と 

答 

弁

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
は
、

議
員
が
自
ら
要
約
し
て
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
一
般
質
問
と

答
弁
の
全
文
は
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

◆
曽
根　

敏
明　

議
員
◆

質
問
【
み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　

ゴ
ル
フ
場
の
芝
の
状

　
　
　

況
に
つ
い
て
】

　

オ
ー
プ
ン
当
初
の
み
や
こ

公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
自

然
に
囲
ま
れ
コ
ー
ス
も
素
晴

ら
し
く
と
て
も
良
い
と
大
人

気
で
大
勢
の
人
た
ち
が
赤
井

川
に
来
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
い
ま
で
は
毎
日
数
人
の

人
た
ち
し
か
プ
レ
ー
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
特
に
グ
リ
ー
ン
芝

の
状
態
が
悪
い
こ
と
が
原
因

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
、
私
た
ち
議
員
全

員
で
芝
の
状
態
を
見
に
行
き

荒
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
凹
凸
の
場
所
に

砂
等
を
ま
い
て
少
し
は
改
善

さ
れ
ま
し
た
が
現
状
は
ま
た

同
じ
状
態
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　

数
十
年
も
経
つ
と
芝
が
駄

目
に
な
る
の
な
ら
生
芝
を
張

り
替
え
る
か
一
部
コ
ー
ス
を

休
ま
せ
て
種
を
蒔
き
直
す
し

か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

村
長
の
考
え
方
を
伺
い
ま

す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
芝
の
状
況
に
つ
い
て
お
答

え
し
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
コ
ー
ス
全
体

の
芝
の
大
改
修
や
コ
ー
ス
を
休

ま
せ
て
養
生
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
度
も
同
様

の
お
話
が
議
会
の
場
で
あ
り
、

当
面
は
新
規
井
戸
の
掘
削
に
よ

り
水
不
足
の
解
消
を
図
る
こ
と

で
ご
理
解
を
頂
き
、
今
年
度
よ

り
か
ん
水
機
材
も
新
規
導
入
し

て
、
以
前
の
よ
う
な
水
不
足
に

よ
り
維
持
管
理
が
追
い
つ
か
な

い
状
況
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
近
年
の
異
常
気
象
の
な
か

コ
ー
ス
管
理
も
以
前
よ
り
大
変

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
井
戸
使

用
初
年
目
で
も
あ
り
新
し
い
井

戸
の
供
給
能
力
も
把
握
し
な
が

ら
、
現
在
は
、
秋
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
種
子
も
購
入
し
不
良
箇

所
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

◆
能
登　

ゆ
う　

議
員
◆

質
問
１
【
熱
中
症
対
策
に
つ

　
　
　
　

い
て
】

　

今
ま
で
経
験
の
な
い
よ
う

な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
た
夏
で

し
た
。

　

道
内
は
統
計
開
始
以
降
最

も
暑
い
夏
だ
っ
た
ら
し
く
、

９
月
１
日
付
の
新
聞
記
事
で

は
「
平
均
気
温
が
平
年
よ
り

3
度
高
く
、
熱
中
症
搬
送
者

3
千
人
超
、
過
去
最
多
上
回

る
」「
戦
後
最
も
暑
か
っ
た
今

年
、
熱
帯
夜
続
き
熱
中
症
増
」

な
ど
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
道
内
で
も
住

居
や
公
共
施
設
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み

明
け
の
小
中
学
校
で
暑
さ
の

た
め
午
前
授
業
に
切
り
替
え

た
地
域
が
あ
り
ま
し
た
が
、

赤
井
川
村
で
は
教
室
に
エ
ア

コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
た
お

か
げ
で
、
通
常
ど
お
り
の
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

温
暖
化
に
よ
り
来
夏
以
降

も
猛
暑
傾
向
が
続
く
と
考
え

る
と
、
暑
さ
に
対
応
す
る
た

め
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
備
す

る
必
要
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
環
境
省
で
は
「
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
」「
ク
ー
リ
ン
グ
シ

ェ
ル
タ
ー
」
と
い
っ
た
仕
組

み
を
提
唱
し
、
自
治
体
に
導

入
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

一
般
家
庭
で
の
エ
ア
コ
ン

普
及
率
が
低
い
道
内
で
は
、

と
り
わ
け
必
要
な
取
り
組
み

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

村
内
で
発
生
し
た
熱
中
症

の
搬
送
状
況
、
こ
こ
数
年
で

の
件
数
の
推
移
と
、
住
宅
や

公
共
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
自
治
体
と
し
て

の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、

村
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

村
内
で
発
生
し
た
猛
暑
に
お

け
る
熱
中
症
及
び
脱
水
症
の
疑

い
で
の
救
急
搬
送
に
つ
き
ま
し

て
は
、
７
月
23
日
か
ら
９
月
５

日
ま
で
に
50
代
か
ら
70
代
の
方

で
、
５
件
発
生
し
て
お
り
、
農

作
業
中
が
１
件
、
在
宅
中
が
４

件
で
す
。
搬
送
先
は
す
べ
て
余

市
協
会
病
院
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
こ
数
年
で
の
件
数
の
推
移

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年

度
は
70
代
の
方
1
件
、
令
和
３

年
度
は
70
代
の
方
２
件
、
令
和

２
年
度
は
60
代
、
70
代
の
方
２

件
、
令
和
元
年
度
は
60
代
、
80

代
、
90
代
の
方
で
４
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置

状
況
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
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ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

村
内
小
中
学
校
の
普
通
教
室
、

保
育
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

役
場
庁
舎
、
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
の
一
部
に
も
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

本
村
の
村
民
向
け
熱
中
症
の

対
策
と
し
て
は
、
熱
中
症
を
引

き
起
こ
し
や
す
い
気
象
状
況
の

場
合
に
は
、
防
災
無
線
に
お
い

て
注
意
喚
起
を
す
る
こ
と
で
、

一
般
家
庭
及
び
学
校
、
職
場
に

対
し
て
、
熱
中
症
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
よ
う
努
め
て
お
り
、

環
境
省
、
気
象
庁
に
よ
る
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
指
標
は
33

℃
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

村
で
は
28
℃
以
上
と
し
て
注
意

喚
起
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
場
合
に
よ
っ
て
は
保
健
師

を
同
行
し
、
高
齢
者
宅
へ
訪
問

し
て
体
調
確
認
や
室
内
換
気
を

促
し
て
お
り
、
熱
中
症
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利

用
者
に
つ
い
て
は
、
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
悠
楽
室
を
開
放
し
涼

ん
で
い
た
だ
く
な
ど
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

の
調
査
に
着
手
し
て
お
り
、
地

中
熱
を
活
用
し
た
冷
暖
房
の
導

入
の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

質
問
２
【
小
中
学
校
の
バ
リ

　
　
　
　

ア
フ
リ
ー
化
に
つ

　
　
　
　

い
て
】

　

昨
年
12
月
、
学
校
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
を
要

請
す
る
通
知
が
文
部
科
学
省

よ
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
築
及
び
災
害
時
の

避
難
所
と
し
て
の
利
用
等
の

観
点
か
ら
、
学
校
種
や
設

置
主
体
の
別
に
か
か
わ
ら

ず
」
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
一

層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
、
国
が
定
め
た
令
和
７
年

度
末
ま
で
の
整
備
目
標
に
向

け
、
国
庫
補
助
率
の
引
き
上

げ
や
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
活
用
な
ど
の
財
政
支
援
を

紹
介
し
、
取
り
組
み
を
促
し

て
い
ま
す
。

　

村
内
小
中
学
校
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
総
合

計
画
等
で
の
位
置
づ
け
と
、

各
施
設
の
現
状
、
配
慮
が
必

要
な
児
童
生
徒
に
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
整

備
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

根
井
教
育
長

　

学
校
施
設
は
、
多
く
の
児
童

生
徒
が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す

場
で
あ
り
、
障
害
の
あ
る
児
童

生
徒
が
支
障
な
く
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
学

校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

必
要
に
応
じ
て
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

と
と
も
に
、
障
害
の
有
無
や
性

別
、
国
籍
の
違
い
等
に
関
わ
ら

ず
、
共
に
育
つ
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

社
会
環
境
の
整
備
は
近
年
特
に

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
文
部

科
学
省
か
ら
、
令
和
２
年
、
４

年
と
「
学
校
施
設
に
お
け
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
一
層
の
推
進

に
つ
い
て
」 

等
通
知
が
出
さ
れ
、

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
、
迅
速
に
進
め
る
よ

う
要
請
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

議
員
御
指
摘
の
こ
の
度
の
要

請
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度

ま
で
に
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
の
設
置
、
ス
ロ

ー
プ
等
に
よ
る
段
差
解
消
（
門

か
ら
建
物
の
前
ま
で
と
、
昇
降

口
・
玄
関
等
か
ら
教
室
等
ま

で
）、
要
配
慮
児
童
生
徒
等
が

在
籍
す
る
全
て
の
学
校
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
、
の
４
点

が
具
体
的
に
求
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

御
質
問
の
本
村
学
校
施
設
の

現
状
と
整
備
の
必
要
性
か
ら
申

し
上
げ
ま
す
と
、
校
舎
に
つ
い

て
は
、
ス
ロ
ー
プ
は
小
学
校
の

２
校
は
外
構
が
対
応
済
み
と
な

っ
て
お
り
、
玄
関
内
部
に
つ
い

て
も
対
応
済
み
、
も
し
く
は
す

ぐ
に
対
応
で
き
る
状
態
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
中
学
校
外
構

は
未
対
応
の
た
め
、
今
後
の
対

応
を
考
え
て
い
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
は
在
籍
児
童
・
生
徒
、
保
護

者
か
ら
の
要
望
等
が
出
さ
れ
て

い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
現
在
検
討
対
象
外
と
な
り
ま

す
が
、
残
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト

イ
レ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
災

担
当
課
を
は
じ
め
各
担
当
課
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
に

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
運
動
場
に
つ
い
て
は

施
設
内
の
段
差
解
消
の
み
が
対

応
済
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
計
画
的
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
現
在
本
村
教
育
の
場

で
は
性
別
、
出
生
、
人
種
、
信

条
等
様
々
な
多
様
性
を
認
め
る

と
い
う
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
理
念
は
定
着
し
て
お
り
、
障

害
の
あ
る
人
が
学
校
生
活
を
お

く
る
上
で
の
困
難
さ
を
、
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
周
り
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
や
環
境
の
調
整
に

よ
っ
て
軽
減
す
る
た
め
の
配
慮
、

い
わ
ゆ
る
合
理
的
配
慮
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
等
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

改
訂
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
お
い
て
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進
を
図
り

ま
す
。」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

臨

時

会

報

告 

◎
令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会

　
（
８
月
18
日
開
催
）

【
審
議
結
果
】

○
補
正
予
算
案

・
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
５
号（
専
決
処
分
））

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

○
条
例
案

・
赤
井
川
村
給
水
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い

　

て
・
赤
井
川
村
下
水
道
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

　

い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決（
一
括
）

○
そ
の
他

・
赤
井
川
村
特
定
環
境
保
全
公
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共
下
水
道
あ
か
い
が
わ
ア
ク

　

ア
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建

　

設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定

　

の
締
結
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
出
］

・
公
有
地
財
産
購
入
費 
（
新
規
）

２
９
９
万
７
千
円

（
議
会
運
営
委
員
会
）

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
、
当
日
受
付
簿
に
氏
名
を
記

入
す
る
だ
け
と
簡
単
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご

意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
令
和
５
年
７
月
～
９
月
）

・
７
月
４
日　

北
海
道
議
会
議

　

員
研
修
会
／
札
幌
市
（
議
員

　

全
体
）

・
７
月
13
日　

北
後
志
衛
生
施

　

設
組
合
臨
時
会
／
余
市
町（
議

　

長
）

・
７
月
18
日　

北
し
り
べ
し
廃

　

棄
物
処
理
組
合
連
合
臨
時
会

　

／
小
樽
市（
議
長
・
副
議
長
）

・
７
月
19
日　

新
任
議
員
研
修

　

会
／
札
幌
市
（
阿
部
議
員
）

・
７
月
29
日　

宮
城
県
石
巻
市

　

会
派
視
察
来
庁
／
役
場
内（
議

　

長
）

・
８
月
２
日　

総
務
開
発
常
任

　

委
員
会
／
役
場
内
（
議
員
全

　

体
）

・
８
月
18
日　

臨
時
会
他
／
役

　

場
内
（
議
員
全
体
）

・
８
月
25
日　

後
志
広
域
連
合

　

臨
時
総
会
／
倶
知
安
町
（
議

　

長
）

・
８
月
29
日　

後
志
議
会
議
員

　

研
修
会
／
積
丹
町
（
議
員
全

　

体
）

・
９
月
１
日　

北
後
志
町
村
議

　

会
議
長
会
臨
時
総
会
／
余
市

　

町
（
議
長
）

・
９
月
７
日　

議
会
運
営
委
員

　

会
／
役
場
内
（
議
員
全
体
）

・
９
月
７
日　

移
動
政
調
会
／

　

余
市
町
（
議
長
）

・
９
月
11
日
～
12
日　

第
３
回

　

定
例
会
他
／
役
場
内
（
議
員

　

全
体
）

・
９
月
14
日　

敬
老
会
／
村
内

　
（
議
員
全
体
）

・
９
月
22
日　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

　

構
想
推
進
委
員
会
／
役
場
内

　
（
議
長
・
総
務
開
発
常
任
委

　

員
長
）

◇
議
会
の
う
ご
き

　

北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広

域
連
合
の
４
ト
ン
ダ
ン
プ
の
売

却
（
一
般
競
争
入
札
）
を
行
い

ま
す
。

■
日
時

　

12
月
21
日
（
木
）
９
時
30
分

　

北
し
り
べ
し
広
域
ク
リ
ー
ン

　

セ
ン
タ
ー（
小
樽
市
桃
内
２
）

■
申
込

　

12
月
14
日
（
木
）
ま
で
に
北

　

し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広
域

　

連
合
へ

■
物
件
の
公
開

　

日
時
・
場
所
等
に
つ
い
て
は
、

　

申
し
込
み
後
に
別
途
連
絡
し

　

ま
す
。

■
詳
細
な
条
件

　

北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広

　

域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す

　

http:\\w
w

w
.kitasiribesi-

　

kouikirengo.jp/oshirase.

　

htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広

　

域
連
合

　
℡
０
１
３
４

－

２
８

－

３
７
５
３

　
ＦＡＸ
０
１
３
４

－

２
８

－

２
１
７
７

４
ト
ン
ダ
ン
プ
の

売
却
に
つ
い
て

　

11
月
５
日
は
、「
津
波
防

災
の
日
」
で
す
。
こ
れ
は
、

１
８
５
４
年
同
日
（
旧
暦
）
の

安
政
南
海
地
震
で
和
歌
山
県
を

津
波
が
襲
っ
た
際
、
稲
わ
ら
に

火
を
つ
け
て
村
人
を
高
台
に
避

難
さ
せ
た
“
稲
む
ら
の
火
”
の

逸
話
に
ち
な
ん
で
制
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、
強
い
揺
れ
や

大
き
な
津
波
を
伴
う
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地

震
の
発
生
が
切
迫
し
て
い
ま
す
。

突
発
的
に
地
震
が
発
生
し
た
場

合
を
想
定
し
、
普
段
か
ら
巨
大

地
震
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
想

定
さ
れ
る
震
源
域
や
周
辺
で
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
地
震

が
発
生
し
た
後
、
続
い
て
大
規

模
地
震
発
生
の
可
能
性
が
普
段

に
比
べ
て
高
ま
れ
ば
、「
北
海

道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情

報
」
を
発
表
し
て
注
意
を
呼
び

か
け
ま
す
。「
津
波
防
災
の
日
」

を
機
会
に
、
地
震
・
津
波
へ
の

備
え
を
ご
確
認
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
地
震
火
山
課

　
℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
２
５

11
月
５
日
は
「
津
波

防
災
の
日
」
で
す

　

法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権

に
つ
い
て
の
専
用
相
談
電
話

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
夫
や
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
女
性
の
人
権
に
関

す
る
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
11
月
15

日
（
水
）
か
ら
11
月
21
日
（
火
）

ま
で
は
、「
全
国
一
斉
『
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化

週
間
」
で
す
。
期
間
中
は
、
平

日
の
受
付
時
間
を
延
長
し
、
土

曜
日
・
日
曜
日
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

■
受
付
時
間

　

平
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
年
末
年
始
を
除
く
。）

■
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

○
11
月
15
日（
水
）～
17
日（
金
）

　

11
月
20
日
（
月
）、
21
（
火
）

　

８
時
30
分
～
19
時

○
11
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）

　

10
時
～
17
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
法
務
局
人
権
養
護
部

　

℡
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

 議会だより
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　９月27日（水）、第２回赤井川村立小学校適正配置検討委員会を開催しました。
　第２回目となる今回は、村内小学校の望ましい（１）適正規模と（２）適正配置に関することについて、具体的
に協議していただきました。
　まず最初に、根井教育長から、（１）国が定める学校規模の基準や、（２）国が提示する「手引き」による「適正
規模・適正配置」での長所や課題、（３）昨年話し合われた「学校運営協議会」での長所や課題についての紹介
がありました。
　その後、３つのグループに分かれて協議を行い、それぞれ発表を行いました。
協議の結果としては、
　１　村立小学校の適正規模に関しては「現状は適正とは言い難い」
　２　村立小学校の適正配置に関しては「１校に集約すべき」

赤井川中学校文化祭
2023.9.30　赤井川中学校

　９月30日（土）に赤井川中学校で文化祭が開催されました。
　１年生の発表は「選TAXI」という劇で、親子の絆が上手に描か
れたストーリーでした。劇中ではＢＧＭの生演奏があり、そこも見
どころでした。
　２年生の「オレ流の大逆転法～偏差値30のヤンキーが人生を変
える物語～」は映像と劇のミックスで発表され、主人公の大学受験
に挑む姿が成りあがりストーリーとしてうまく表現されていました。
　３年生は「革王」という革製品を販売する会社が社運をかけてラ
ンドセルの販売を行うストーリーでした。最高学年ということもあり、
セリフの感情のこもり方やナレーション、内容、全てのクオリティが
高く、まさに中学校生活の集大成というような出来になっていました。
　文化祭実行委員会企画では「千と千尋の神隠し」をオマージュし
た劇になっており、会場が笑いに包まれる面白い発表になりました。
　また、劇の途中では個人ステージでの歌発表もありました。客席
からはサイリウムを使った応援があり、会場は大盛り上がりでした。
　文化祭のラストにはヨサコイを踊りました。昨年度まではコロナ禍
ということもあり、一部制限のある中での実施でしたが、今年は制
限がなくなり、生徒たちも今まで抑えていた気持ちを爆発させ、力
強くダイナミックな演舞を披露しました。
　今回の文化祭のテーマである「意気軒昂」の通り、元気溢れる
素晴らしい文化祭となりました。

第２回赤井川村立小学校適正配置検討委員会
2023.9.27　赤井川村役場

以上を、赤井川村立小学校適正配置検討委員会の全体意見とする
ことで確認しました。
　委員からは、１校の集約の在り方として、１校を残して集約する
場合と、新設校として１校に集約する場合の時間の経緯についての
質問が出されました。どちらも選択肢として可能であるものの時間
の経緯は変わってくると考えられることが示されました。
　次回はどのような形で１校にするのか、また、それをいつにする
のかその目途について協議いたします。
　次回以降の検討委員会の開催結果についても、村のホームペー
ジ等でお知らせします。
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Topics

羽球教室
2023.10.2　村体育館

　10月２日（月）にバドミントンの基本的な技術やルールを学ぶ「羽
球教室」を開催しました。
　毎年、赤井川村のバドミントン愛好会の皆さんやバドミントン経
験者の方にご協力をいただき、開催しています。
　今年度は、小学校３年生から一般の方までの21名が参加してく
れました。
　ラケットの振り方や、ゲームの仕方等のバドミントンの基本技術、
知識について受講者のレベルに合わせた丁寧でわかりやすい指導
で楽しく技能の上達を目指しました。バドミントン愛好会の皆さん、
ご協力ありがとうございました。

　４月から担当している有害鳥獣対策業務も早半年が経過しました。この間、農家
さんや赤井川村有害鳥獣駆除隊員ほか皆様のご協力により、多くの外来生物や小動
物などの有害鳥獣が捕獲されています。一例までにアライグマの捕獲状況を右に記し
ます。現時点において昨年の24頭に比べ多く捕獲されていますが、油断はできません。
　農林水産省が発行している野生鳥獣被害防止マニュアルによるとアライグマの繁
殖期は春の４月中旬が出産のピークとのこと、３～５頭の子供を産むようです。２頭
の親から３頭の子供が生まれるということは、1.5倍に増えることになります。この倍々
ゲームが続いた場合にどうなるか試算してみました。

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.６　地域おこし協力隊　杉山　僚 令和５年 アライグマ

オス メス
４月 ４ ２
５月 ３ １
６月 11 １
７月 ４ １
８月 ２ １
９月 ３ １
小計 27 ７

2023年10月５日現在

　その結果を、右のグラフに示します。最初に１００頭のアライ
グマがいるとします。捕獲数が０頭の場合、２年後には２２５頭、
10年後にはなんと５７６７頭に達します。このままではアライグマに
侵略されてしまいます。一方、年間捕獲数が40頭でも、２年後に
は１２５頭、５年後には２３２頭とまだ増加します。捕獲頭数が50
頭になって、ようやく増加が止まるので、最初の１００頭を減らす
ためには年間50頭以上の捕獲が必須です。赤井川村に生息するア
ライグマの頭数が現在どの程度か？ですが、より多くの捕獲あるい
は効果的な捕獲が必要と思われます。その方策として、繁殖期が
始まる３月から納屋等に箱わなを設置してみては如何でしょうか？
　皆様、引き続きご協力のほど、よろしくお願いいたします。

左
記
の
と
お
り
、

第
４
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

11
月
30
日
（
木
）

　

14
時
～
15
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
10
時
ま
で

に
住
民
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡

頂
け
ま
し
た
ら
、
開
場
時
間
外

で
の
戸
別
訪
問
に
よ
り
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

後
志
広
域
連
合
は
後
志
管
内

16
町
村
で
税
の
滞
納
整
理
、
国

民
健
康
保
険
事
業
、
介
護
保
険

事
業
な
ど
の
事
務
を
共
同
で
行

う
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す

（
事
務
所
所
在
地
：
倶
知
安
町
）。

　

こ
の
度
、
令
和
６
年
４
月
よ

り
介
護
保
険
課
に
従
事
す
る
職

員
の
募
集
を
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

保
健
師
又
は
社
会
福
祉
士
の

　

資
格
を
有
す
る
こ
と
。
介
護

　

保
険
業
務
の
経
験
を
有
し
て

　

い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

■
申
込
締
切

　

11
月
30
日
ま
で

■
試
験

　

一
次
試
験
（
書
類
選
考
）

　

二
次
試
験
（
面
接
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

後
志
広
域
連
合
総
務
課

　
℡
０
１
３
６

－

５
５

－

８
０
１
０

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ

後
志
広
域
連
合

職

員

募

集

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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つい先日まで扇風機をガンガン回していた気がし
ますが、今やストーブの電源を入れています。外
が銀世界になる日もきっと近いですね。

　

毎
年
冬
に
開
催
し
て
い
る
運

動
教
室
で
す
が
、
昨
年
同
様
や

や
控
え
め
の
運
動
量
で
健
康
を

維
持
さ
れ
た
い
方
向
け
と
、
し

っ
か
り
め
の
運
動
量
で
健
康
状

態
を
改
善
さ
れ
た
い
方
向
け
の

二
段
階
で
運
動
レ
ベ
ル
と
時
間

帯
を
分
け
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
参
加
さ
れ
た
い
運
動

レ
ベ
ル
の
日
時
に
直
接
健
康
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な

冬
期
間
に
、
ぜ
ひ
一
緒
に
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
！

【
し
っ
か
り
運
動
】

■
対
象

　

し
っ
か
り
汗
を
か
き
た
い
方
、

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
い
方
等

■
日
程
（
全
金
曜
日
）

　

令
和
５
年
12
月
８
日
、
22
日

　

令
和
６
年
１
月
12
日
、
26
日

　

令
和
６
年
２
月
９
日

■
時
間

　

18
時
～
19
時
半

【
ゆ
っ
く
り
運
動
】

■
対
象

　

体
を
暖
め
た
い
方
、
健
康
状

　

態
を
維
持
し
た
い
方
等

■
日
程
（
全
水
曜
日
）

　

令
和
５
年
12
月
13
日
、
27
日

　

令
和
６
年
１
月
17
日
、
31
日

　

令
和
６
年
２
月
14
日

■
時
間

　

13
時
半
～
15
時

■
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

■
講
師

　

地
域
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ネ
ッ
ト

　

専
門
ス
タ
ッ
フ

■
そ
の
他

○
動
き
や
す
い
服
装
と
マ
ス
ク

　

着
用
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

○
体
調
不
良
の
方
は
無
理
せ
ず

　

お
休
み
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
住
民
健
診
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
間
も
な
く
結
果
票

が
お
手
元
に
届
く
頃
で
す
。
保

健
係
で
は
、
健
診
結
果
を
見
な

が
ら
生
活
習
慣
を
一
緒
に
振
り

か
え
る
「
結
果
説
明
会
」
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
健
診
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
も
大
歓
迎
で
す
。
通
院

の
採
血
結
果
や
過
去
の
健
診
結

果
、
資
料
を
ご
持
参
い
た
だ
か

な
く
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ま
た
、
赤
井
川
村
に
は
常
勤

し
て
い
な
い
管
理
栄
養
士
に
も

相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
食
習
慣

改
善
は
難
し
い
と
想
像
す
る
方

は
多
い
で
す
が
、
管
理
栄
養
士

の
話
を
聞
く
と
「
あ
れ
、
意
外

と
簡
単
！
」
と
思
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
貴
重
な
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

11
月
27
日
（
月
）
・
28
日
（
火
）

　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

　

11
月
30
日
（
木
）

■
時
間

　

９
時
半
～
16
時

※
ご
利
用
の
際
は
、
事
前
に
ご

　

連
絡
い
た
だ
け
る
と
よ
り
詳

　

し
く
お
話
が
で
き
ま
す
。

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

余
市
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
障
が
い
や
病
気
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活

動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流

な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回
復

の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し
て

お
り
、
赤
井
川
村
在
住
の
方
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
月
、
今
年
度
第
３
回
目
の

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

（
共
生
型
地
域
交
流
サ
ロ
ン
）

を
下
記
の
日
時
で
開
催
し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
16
日
（
木
）

　

13
時
15
分
～
15
時
15
分

　

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室　

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

　

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

　

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

　

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

　

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

　

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

　

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

　

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

　

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

　

り
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

〇
Ｎ
Ｐ
О
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ

　

ー
し
り
べ
し　

　

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番

　

地
26

　
℡
０
１
３
５

－

２
３

－

７
３
６
０

令
和
５
年
度
運
動

教
室
の
お
知
ら
せ

住
民
健
診
結
果
説
明
会
「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ
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住
宅
火
災
の
う
ち
、こ
ん
ろ

火
災
は
火
災
原
因
の
第
1
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
ろ
火
災
で
は
、
て
ん

ぷ
ら
油
の
過
熱
発
火
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
や

電
話
な
ど
、
少
し
の
間
で
も
目

を
離
し
た
隙
に
火
災
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
天
ぷ
ら
油
が
発

火
し
た
際
に
は
水
を
か
け
て

し
ま
う
と
、
急
激
に
炎
が
大
き

く
な
り
大
変
危
険
で
す
。
消
火

す
る
際
は
、
消
火
器
を
使
用
す

る
か
、濡
ら
し
た
タ
オ
ル
や
鍋

蓋
で
ふ
た
を
し
て
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

　

令
和
３
年
中
に
全
国
で
発
生

し
た
火
災
件
数
３
４
，
６
９
１

件
中
、
た
ば
こ
火
災
は
３
，

１
０
４
件
と
約
１
割
が
た
ば

こ
が
原
因
の
火
災
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
火
種
が
、燃
え
や

す
い
物
の
上
や
綿
製
の
座
布
団

等
の
上
に
落
ち
、
炎
が
無
い
状

態
で
く
す
ぶ
り
続
け
る
こ
と

を
「
無
炎
燃
焼
」
と
い
い
ま
す
。

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
無
炎

燃
焼
を
継
続
し
、
あ
る
程
度
燃

え
た
後
、
空
気
の
流
れ
等
の
周

囲
の
条
件
に
よ
っ
て
炎
が
あ

が
り
一
気
に
燃
え
広
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

た
ば
こ
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
吸
い
殻
は
火
が
完
全
に
消
え

　

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら

　

捨
て
る

○
必
ず
灰
皿
の
あ
る
と
こ
ろ

　

で
吸
い
、灰
皿
に
は
水
を
入

　

れ
て
お
く

○
寝
た
ば
こ
、く
わ
え
た
ば
こ
、

　

歩
き
た
ば
こ
は
や
め
る

○
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対

　

に
し
な
い

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
消
防
業
務
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
赤
井
川
村
か
ら
の

1
１
９
番
通
報
（
固
定
電
話
・

Ｉ
Ｐ
電
話
）
は
、
赤
井
川
消
防

で
入
電
し
て
い
ま
す
が
、
令

和
５
年
12
月
14
日
か
ら
携
帯
電

話
で
の
１
１
９
番
通
報
と
同
様

に
、
余
市
消
防
で
入
電
と
な
り

ま
す
。

　

通
報
場
所
が
赤
井
川
村
と
判

明
し
た
時
点
で
、
赤
井
川
消
防

へ
電
話
が
転
送
と
な
り
ま
す

の
で
、
落
ち
着
い
て
赤
井
川
村

か
ら
通
報
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
て
下
さ
い
。

　

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
赤
井
川
消
防
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

　

今
後
も
村
民
の
皆
様
に
対
し

ま
し
て
、
安
心
安
全
に
対
応
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
北
後
志
消
防
組
合
赤
井
川
支
署

　
℡
０
１
３
５

－

３
４

－

６
０
３
３

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　

11
月
９
日
（
木
）
15
時
30
分

　

11
月
22
日
（
水
）
14
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

11
月
22
日
（
水
）
13
時

■
違
反
運
転
者
講
習（
２
時
間
）

　

11
月
９
日
（
木
）
13
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

11
月
９
日
（
木
）
13
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

　

運
転
免
許
の
更
新
時
に
、
受

講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
優

良
講
習
」「
一
般
講
習
」「
違
反

者
講
習
」「
高
齢
者
講
習
」
の

う
ち
優
良
講
習
と
一
般
講
習
に

つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

利
用
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講

習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
10
月
２
日
か
ら
一
般
講
習
も

受
講
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
）

　

講
習
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
た

め
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
道
警

で
試
行
実
施
中
で
す
。

　

動
作
環
境
や
必
要
な
も
の
な

ど
詳
細
は
、
免
許
更
新
時
に
配

布
さ
れ
る
更
新
連
絡
書
や
道
警

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

下
さ
い
。

余
市
警
察
署
だ
よ
り

こ
ん
ろ
火
災
は
住
宅
火

災
の
原
因
第
１
位
で
す

た
ば
こ
火
災
っ
て

意
外
と
多
い
で
す

赤
井
川
村
の
１
１
９
番

通
報
入
電
場
所
変
更

運
転
免
許
更
新
時
講
習

運
転
免
許
更
新
時
の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
習
に
つ
い
て
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例
年
、
タ
イ
ヤ
交
換
時
期
前

に
盗
難
被
害
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

■
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管
し

　

て
必
ず
施
錠
す
る

○
タ
イ
ヤ
は
鎖
な
ど
で
連
結
す

　

る
○
タ
イ
ヤ
に
目
印
を
付
け
て
お

　

く
○
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
の
防

　

犯
機
器
を
活
用
す
る

　

大
切
な
タ
イ
ヤ
を
盗
ま
れ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
審
者
を
見
か
け
た

場
合
は
警
察
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

■
市
街
地
に
も
出
没
し
て
い
ま

　

す
○
秋
は
冬
眠
の
た
め
に
エ
サ
を

　

探
し
て
活
発
に
動
き
出
し
ま

　

す
■
ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め

　

に
○
鈴
等
で
音
を
出
し
、
ヒ
グ
マ

　

に
知
ら
せ
る

■
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
ら

○
指
が
５
本
あ
る
の
は
熊
の
足

　

跡
、
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に

　

引
き
返
し
ま
し
ょ
う

○
ヒ
グ
マ
の
速
度
は
時
速
50
キ

　

ロ
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い

　

ま
す

○
万
が
一
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し

　

た
場
合
は
、
走
ら
ず
、
落
ち

　

着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

第
27
回
赤
井
川
村
カ
ル
デ
ラ
太

鼓
保
存
会
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会

と　

き　

８
月
26
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

柏
谷　

正
浩

　
　

ス
コ
ア
121
ハ
ン
デ
０
計
121

▽
２
位　

前
田　

邦
之

　
　

ス
コ
ア
125
ハ
ン
デ
２
計
127

▽
３
位　

今
城　

豪

　
　

ス
コ
ア
117
ハ
ン
デ
11
計
128

▽
４
位　

阿
部　

政
範

　
　

ス
コ
ア
119
ハ
ン
デ
9
計
128

▽
５
位　

木
村　

岩
雄

　
　

ス
コ
ア
122
ハ
ン
デ
6
計
128

第
27
回
赤
井
川
郵
便
局
長
杯
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

９
月
16
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

杉
田　
　

崇

　
　

ス
コ
ア
119
ハ
ン
デ
１
計
120

▽
２
位　

津
留
崎
孝
行

　
　

ス
コ
ア
126
ハ
ン
デ
０
計
126

▽
３
位　

今
城　
　

豪

　
　

ス
コ
ア
117
ハ
ン
デ
10
計
127

▽
4
位　

白
石　

五
美

　
　

ス
コ
ア
118
ハ
ン
デ
９
計
127

▽
5
位　

上
枝
美
喜
夫

　
　

ス
コ
ア
118
ハ
ン
デ
10
計
128

第
14
回
中
山
建
設
（
株
）
赤
井

川
支
店
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会と　

き　

９
月
23
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

福
田　

孝
明

　
　

ス
コ
ア
116
ハ
ン
デ
０
計
116

▽
２
位　

湯
澤　

幸
敏

　
　

ス
コ
ア
109
ハ
ン
デ
11
計
120

▽
３
位　

前
田　

邦
之

　
　

ス
コ
ア
117
ハ
ン
デ
３
計
120

▽
4
位　

安
孫
子　

大

　
　

ス
コ
ア
120
ハ
ン
デ
０
計
120

▽
5
位　

柏
谷　

正
浩

　
　

ス
コ
ア
119
ハ
ン
デ
２
計
121

第
27
回
赤
井
川
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

10
月
９
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績
（
男
性
の
部
）

▽
優
勝　

大
西　

敏
典ス

コ
ア
109

▽
２
位　

湯
澤　

幸
敏ス

コ
ア
110

▽
３
位　

阿
部　

政
範ス

コ
ア
111

▽
4
位　

富
樫　
　

護ス
コ
ア
113

▽
5
位　

今
城　
　

豪ス
コ
ア
114

成　

績
（
女
性
の
部
）

▽
優
勝　

今
城　

保
子ス

コ
ア
128

▽
２
位　

羽
根
あ
ゆ
みス

コ
ア
142

▽
３
位　

前
田　

郁
子ス

コ
ア
157

　

10
月
４
日
（
水
）
に
赤
井
川

村
役
場
に
て
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
今
年
度
も
、
ス
ポ

ー
ツ
に
お
い
て
顕
著
な
活
躍
を

さ
れ
た
個
人
や
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

個
人
賞
15
名
、
２
団
体
に
対
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
会
長
の
富
樫
伸
介
氏
か
ら
ト

ロ
フ
ィ
ー
や
メ
ダ
ル
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

◇
個
人
15
名

　

木
村　

芙
実（
都
小
／
ア
ル
ペ
ン
）

　

佐
々
木
風
佳（
赤
小
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

佐
々
木　

心（
赤
小
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

山
口　

渓
心（
赤
小
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

塚
原　

勘
吉（
都
小
／
ア
ル
ペ
ン
）

　

小
林　

ゆ
め（
赤
小
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

長
谷
川　

稜（
都
小
／
ア
ル
ペ
ン
）

　

馬
場
琥
太
郎（
赤
中
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

山
口　

彩
葉（
赤
中
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

小
山
海
砂
輝（
赤
中
／
柔
道
）

　

石
田　
　

羚
（
赤
中
／
バ
ド

　

ミ
ン
ト
ン
）

　

小
林　

陽
真（
赤
中
／
陸
上
）

　

ミ
リ
ケ
ン　

カ
イ
ル　

達
哉

　
（
赤
中
／
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　

木
村　

恒
也
（
余
市
紅
志
高

　

等
学
校
／
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　

森　
　

心
音
（
倶
知
安
農
業

　

高
等
学
校
／
陸
上
）

◇
団
体
２
団
体

　

キ
ロ
ロ
レ
ー
シ
ン
グ（
陸
上
）

　

赤
井
川
中
学
校
・
余
市
旭
中

　

学
校
合
同
卓
球
部
（
卓
球
）

タ
イ
ヤ
の
盗
難
に
注
意

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

各
種
大
会
の
結
果

赤
井
川
村
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

余
市
署
管
内
で

ヒ
グ
マ
が
連
日
出
没
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◆
優
秀
作
品
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
各
１
点
）

▽
前
を
見
て
！　

ハ
ン
ド
ル
持
つ
手
に　

み
ん
な
の
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
小
６
年　

末
次　

梨
胡

▽
今
日
も
無
事　

明
日
も
笑
顔
で　

安
全
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
中
２
年　

岩
田　

莉
乃

◆
赤
井
川
村
長
賞
（
各
学
年
１
点
）

▽
よ
そ
み
せ
ず　

お
う
だ
ん
ほ
ど
う
を　

わ
た
ろ
う
よ　

  

赤
小
１
年　

保
科　

美
月

▽
止
ま
ろ
う
ね　

赤
し
ん
ご
う
は　

あ
ぶ
な
い
よ　
　

  　

赤
小
２
年　

佐
々
木
風
佳

▽
あ
お
し
ん
ご
う
は　

す
ぐ
わ
た
ら
ず　

み
ぎ
ひ
だ
り　
　

 

赤
小
３
年　

中
島　

美
優

▽
交
通
安
全　

家
族
が
い
つ
も　

待
っ
て
い
る　
　
　

  　

都
小
４
年　

木
村　

心
平

▽
前
を
見
て
！　

そ
ん
な
に
大
事
？　

そ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ  　

赤
小
５
年　

赤
木
日
那
子

▽
前
を
見
て
！　

ハ
ン
ド
ル
持
つ
手
に　

み
ん
な
の
命  　

赤
小
６
年　

末
次　

梨
胡

▽
返
納
は　

命
を
守
る　

決
断
だ　
　
　
　
　
　
　
　

  　

赤
中
１
年　

佐
藤　

蒼
泰

▽
今
日
も
無
事　

明
日
も
笑
顔
で　

安
全
運
転　

  　
　
　

赤
中
２
年　

岩
田　

莉
乃

▽
勇
気
あ
る　

免
許
返
納　

減
る
悲
劇　
　
　
　
　
　

  　

赤
中
３
年　

栗
谷　
　

絆

◆
赤
井
川
郵
便
局
長
賞
（
各
学
年
１
点
）

▽
く
る
ま
で
は　

し
い
と
べ
る
と
を　

つ
け
よ
う
ね　
　
　

  

赤
小
１
年　

栁
澤　

芽
依

▽
し
ん
ご
う
を
　
よ
く
み
て
わ
た
ろ
う
　
あ
ん
ぜ
ん
に
　 

都
小
２
年　

塚
原　

正
吉

▽
歩
き
ス
マ
ホ
は　

し
な
い
で
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

都
小
３
年　

數
井　

手
雄

▽
反
射
材　

笑
顔
を
守
る　

命
綱　
　
　
　
　
　
　
　

  　

赤
小
４
年　

幸
田
悠
之
介

▽
乗
り
物
は　

責
任
持
っ
て　

運
転
を　
　
　
　
　
　
　

  

赤
小
５
年　

林　
　

諒
祐

▽
考
え
て　

ス
マ
ホ
が
大
事
？　

命
よ
り　
　
　
　
　
　

  

赤
小
６
年　

下
瀬
は
る
か

▽
安
全
だ　

一
つ
の
油
断
が　

命
取
り　
　
　
　
　
　
　

  

赤
中
１
年　

保
科　

美
羽

▽
無
理
せ
ず
に　

睡
魔
が
来
た
ら　

す
ぐ
休
め　
　
　
　

  

赤
中
２
年　

佐
藤　
　

励

▽
ち
ょ
っ
と
待
て
！　

歩
き
ス
マ
ホ
で　

事
故
多
発　
　

  

赤
中
３
年　

本
間　

香
音

◆
赤
井
川
村
交
通
安
全
協
会
長
賞
（
各
学
年
１
～
２
点
）

▽
あ
ぶ
な
い
よ　

お
う
だ
ん
ほ
ど
う　

は
し
ら
な
い　
　

  

赤
小
１
年　

石
橋
い
さ
な

▽
へ
る
め
っ
と　

か
ぶ
ら
な
い
と　

け
が
す
る
よ　

  　
　

赤
小
２
年　

石
田　
　

瑠

▽
お
う
だ
ん
歩
道　

車
か
ら
み
え
る
よ
う
に　

手
を
あ
げ
て　

赤
小
３
年　

坂
本　

杏
生

▽
は
ん
し
ゃ
ば
ん　

あ
る
と
な
い
と
で　

大
ち
が
い　
　
赤
小
４
年　

稲
垣　

賢
伍

▽
前
を
見
て　

ス
マ
ホ
と
命　

ど
っ
ち
が
ゆ
う
せ
ん　
　

  

赤
小
４
年　

能
登
た
ま
き

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト　

み
ん
な
し
て
る
ね　

安
心
だ　
　

  　

赤
小
５
年　

曽
根　

冴
雪

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
決
定
▽
「
大
丈
夫
？
」　

あ
ま
い
考
え　

事
故
の
も
と　
　
　

  

赤
小
６
年　

阿
部　
　

栞

▽
慣
れ
た
道　

初
心
の
気
持
ち　

忘
れ
ず
に　
　
　
　
　

  

赤
小
６
年　

小
林　

ゆ
め

▽
気
の
ゆ
る
み　

み
ん
な
の
命　

す
ぐ
に
う
ば
う　
　
　

  

赤
中
１
年　

小
山
海
砂
輝

▽
気
の
緩
み　

思
わ
ぬ
事
故
を　

引
き
起
こ
す　
　
　
　

  

赤
中
２
年　

赤
松　
　

駿

▽
一
瞬
の　

よ
そ
見
で
人
生　

変
わ
っ
ち
ゃ
う　
　
　
　

  

赤
中
３
年　

坂
本　

珠
生

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
決
定

安
協
長
賞

山
口　

渓
心（
赤
小
４
年
）

安
協
長
賞

末
次　

梨
胡（
赤
小
６
年
）

赤井川郵便局長賞
宮﨑　亜胤（赤小２年）

赤井川郵便局長賞
東　夏音（都小４年）

赤井川郵便局長賞
石川　晄大（都小５年）

村長賞
佐々木　風佳（赤小２年）

村長賞
二川　司季（赤小３）

村長賞
長谷川　稜（都小６年）

安協長賞
工藤　詩月（赤小１年）
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INFORMATIONお知らせ
伝言板

◆
開
催
月
日
／
９
月
27
日

◆
会
議
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ

　

い
て

◇
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
農
業
労
務
標
準
賃

　

金
等
の
決
定
に
つ
い
て

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
買
希
望　

９
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
５
年
10
月
14
日
現
在
）

◇
適
正
な
農
地
利
活
用
に
つ

　

い
て

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る

た
め
に
重
要
な
土
地
の
一
つ
で

す
。
農
地
で
の
危
険
な
行
為
や

農
作
物
の
盗
難
等
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様

に
租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務

行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
１
年

を
通
じ
て
租
税
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
毎
年

11
月
11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を

考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
集
中

的
に
様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

よ
る
広
報

　

｢
税
を
考
え
る
週
間｣

に
合

わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に

向
か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁

の
各
種
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
「
税
を
考
え
る

　

週
間
」
の
歴
史
を
紹
介

〇
国
税
庁
の
１
年
間
の
活
動
や

　

本
年
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

　

統
計
資
料
な
ど
を
交
え
な
が

　

ら
紹
介

○
国
税
に
関
す
る
制
度
や
手
続

　

の
ほ
か
、
調
査
や
徴
収
な
ど

　

の
国
税
庁
の
業
務
を
動
画
で

　

紹
介

○
国
税
庁
が
新
た
に
取
り
組
ん

　

で
い
る
事
項
な
ど
を
紹
介

◇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

　

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

に
合

わ
せ
て
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

「
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「
Ｗ
ｅ
ｂ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ

－

Ｔ
Ｖ
」
に
新
着
動

画
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
各

種
情
報
な
ど
を
Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ

ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
で
配
信
し
ま
す
。

◇
小
学
生
の
税
に
関
す
る
作

　

品
展
の
開
催
に
つ
い
て

　

余
市
税
務
署
が
主
催
す
る

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
」

の
作
品
の
展
示
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

　

児
童
の
皆
様
が
税
に
つ
い
て

考
え
、
表
現
し
た
、
元
気
あ
ふ

れ
る
作
品
を
是
非
ご
観
賞
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　

11
月
９
日
（
木
）
13
時
～

　

11
月
17
日
（
金
）
14
時
ま
で

■
会
場

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
赤
井
川
村
字
赤
井
川
３
１
８

　

番
地
１
）

※
観
覧
時
間
は
、
９
時
～
17
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

余
市
税
務
署
総
務
課

　
（
℡
０
１
３
５

－

２
２

－

２
０
９
３

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
２
番
））
ま

　

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
行
政
相
談
ボ
ッ
ク
ス
」
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
新
し
い

行
政
相
談
の
一
つ
と
し
て
、
非

対
面
型
で
国
の
行
政
に
関
す
る

意
見
、
要
望
、
相
談
を
受
け
付

け
る
た
め
の
意
見
箱
で
す
。
相

談
用
紙
、
筆
記
用
具
を
備
え
付

け
て
お
り
、
そ
の
場
で
い
つ
で

も
相
談
を
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

お
困
り
の
際
は
お
気
軽
に
行

政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
３
回

お

知

ら

せ

税
を
考
え
る
週
間

役
場
に
行
政
相
談

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
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■
免
除
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

　

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４

　

か
月
間
（
以
下
「
産
前
産
後

　

免
除
期
間
」
と
い
い
ま
す
）

　

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

　

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

　

が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か

　

ら
６
か
月
間
の
国
民
年
金
保

　

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４

　

か
月
）
以
上
の
出
産
を
い
い

　

ま
す
。（
死
産
、
流
産
、
早

　

産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
）

■
対
象
者

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

　

者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年

　

２
月
１
日
以
降
の
方
。

※
任
意
加
入
を
さ
れ
て
い
る
方

　

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
届
出
時
期

　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

　

ら
可
能
で
す
の
で
、
速
や
か

　

に
届
出
く
だ
さ
い
。

■
届
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
住
民
係
（
直
通
）

　
℡
４
８

－

６
２
７
８

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

保険料免除制度
所得に応じて「全額免除」、「４分の１納
付※」、「半額納付」、「４分の３納付※」
の４段階の免除制度があります。
※平成18年７月より施行

　保険料の全額、４分の３、半額、４分
の１の納付が免除されます。
　ただし、「申請者本人」、「申請者の配
偶者」、「世帯主」のいずれもが前年所得
などの定められた基準以下であることが
要件です。

所得の少ない人は

法定免除
障害基礎年金（ま
た は 障 害 厚 生 年
金・障害共済年金）
の１級・２級を受
けているときや生
活保護法による生
活扶助を受けてい
るときは、届出に
より保険料の全額
が免除されます。

納付猶予制度
50歳未満の人に限り利用でき
る制度です。
※平成28年７月より施行
　平成28年６月までは30歳未満対象

　その期間の保険料の納付が
猶予されます。
　ただし、「申告者本人」、「申
告者の配偶者」の前年所得が
定められた基準以下であるこ
とが要件です。

50歳未満にの人は

学生納付特例制度
在学期間中の保険料を社会人
になってから収めることがで
きる制度です。

　その期間の保険料の納付が
猶予されます。
※夜間部、定時制課程、通信制
　課程の学生や各種学校の学生
　は修業年限が１年以上の課程
　であれば対象となります。

学生の人は

申請は毎年必要です。

市区町村の国民年金担当窓口に申請し、年金事務所で前年所得などを審査して承認されると

就職が困難などにより保険料
の納付が困難なときは、

　 金だより
保険料の納付が困難なときは
年

▼ ▼▼
▼▼ ▼

学生本人の前年所得が
128万円以下の場合、

失業などにより所得（収入）が少なく、
保険料の納付が困難なときは、

継続申請もできます
申請時の希望により、翌年度以降継続して免除の申請ができます。

（注）失業などを理由として承認された人や４分の１納付、半額納付、
　　４分の３納付を承認された人は毎年申請が必要です。

10年以内なら

納めることができます

※３年目以降は
　当時の保険料
　に法律で定め
　られた加算額

が付きます。

2年を過ぎると
納めることができません

障害基礎年金や遺族基礎年
金を受け取るときは

保 険 料 の 半 額 を 納 め る と
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

納 付 猶 予

老齢基礎年金を受け取る
ための資格期間には 受け取る老齢基礎年金は

半 額 免 除
（ 半 額 納 付 ）

全 額 免 除

保険料の４分の３を納めると
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

保 険 料 を 納 め た と き と
同 じ 扱 い に な り ま す
保険料の４分の１を納めると
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

未 納

受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

後から保険料を
納めることは

保険料の４分の１を納めると
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

保 険 料 を 納 め た と き と
同 じ 扱 い に な り ま す

保 険 料 の ４ 分 の ３ を 納 め る と
年 金 額 に ８ 分 の ７ が 反 映 さ れ ま す

保 険 料 の 半 額 を 納 め る と
年 金 額 に ８ 分 の ６ が 反 映 さ れ ま す

年金額に２分の１が反映されます

保 険 料 の ４ 分 の １ を 納 め る と
年金額に８分の５が反映されます

受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

４ 分 の ３ 免 除
（４分の１納付）

４ 分 の １ 免 除
（ ４ 分 の ３ 納 付 ）

受給資格期間に入りません

保 険 料 の 半 額 を 納 め る と
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す
保険料の４分の３を納めると
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

年 金 額 に 反 映 さ れ ま せ ん

年 金 を 受 け ら れ な い
場 合 も あ り ま す

学生納付特例

ここが違う！免除・納付猶予・学生納付特例と未納
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村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雪
ま

た
は
雨
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

11
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2023.9.15 0.055 くもり
9.19 0.050 くもり
9.22 0.051 晴れ
9.26 0.052 くもり
9.29 0.052 くもり
10.3 0.051 くもり
10.6 0.062 雨
10.10 0.051 晴れ
10.13 0.051 くもり

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　みなさんは地中熱という言葉を聞いたことがあるでしょうか。地中熱とは浅い地盤中に存在する低温の熱エネ
ルギーです。大気の温度に対して、地中の温度は地下10～15mの深さになると、年間を通して温度の変化が見ら
れなくなります。そのため、夏場は外気温度よりも地中温度が低く、冬場は外気温度よりも地中温度が高いこと
から、この温度差を利用して効率的な冷暖房等を行います。地中熱は場所を選ばず、日本中どこでも、いつで
も利用することができます。また、地中熱交換機は密閉式のため、環境汚染などの心配もありません。
　外気熱を使う従来の空冷式のエアコンに比べると、消費電力やCO２排出量を30％～50％程削減することが
できます。
　赤井川村役場でもこの地中熱の導入を検討しており、役場庁舎の裏側で調査を行っております。利用が可能で
あれば、数年後に実用する予定です。

  「ゼロカーボン」ってなあに？　
　 第12回　地中熱について

参考　経済産業省　資源エネルギー庁ホームページ

採熱

ヒートポンプ

暖房 ～～

冬の場合
外気温０℃

放熱

ヒートポンプ

冷房 ～～

夏の場合
外気温３０℃

地中
10℃

地中
10℃

地中熱利用のイメージ図
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INFORMATION

■
日
時

　

11
月
15
日
（
水
）

　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９５７ １４３ １，１００ ±０

男 ４８４ ９６ ５８０ ＋４

女 ４７３ ４７ ５２０ －４

世帯数 ５０２ １３４ ６４０ ＋３

※令和５年９月30日現在

住
民
の
ま
ど

〈
９
月
15
日
～
10
月
14
日
届
出
〉

こ
の
期
間
に
戸
籍
の
届
出
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
９
月
15
日
～
10
月
14
日
〉

（
９
月
）

16
日
◇
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り

　
　
　

／
字
赤
井
川

21
日
◇
し
り
べ
し
高
速
交
通
ネ

　
　
　

ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ

　
　
　

ム
／
蘭
越
町

22
日
◇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
構
想
推

　
　
　

進
委
員
会
／
字
赤
井
川

26
日
◇
岩
内
町
長
選
挙
出
陣
式

　
　
　

／
岩
内
町

　
　

◇
北
海
道
地
区「
道
の
駅
」

　
　
　

連
絡
会
総
会
／
札
幌
市

　
　

◇
当
選
報
告
会
／
岩
内
町

27
日
◇
地
熱
発
電
調
査
地
視
察

　
　
　

／
村
内

　
　

◇
通
夜
／
余
市
町

28
日
◇
日
本
で
最
も
美
し
い
村

　
　
　

連
合
再
審
査
／
字
赤
井

　
　
　

川
／
～
29
日

　
　

◇
入
札
／
字
赤
井
川

30
日
◇
立
憲
民
主
党
政
経
セ
ミ

　
　
　

ナ
ー
／
札
幌
市

（
10
月
）

２
日
◇
教
育
委
員
等
辞
令
交
付

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
会
議
／
小

　
　
　

樽
市

　
　

◇
北
後
志
衛
生
施
設
組
合

　
　
　

議
会
及
び
北
後
志
消
防

　
　
　

組
合
議
会
臨
時
会
／
余

　
　
　

市
町

３
日
◇
陸
上
自
衛
隊
防
衛
白
書

　
　
　

説
明
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
小
樽
開
発
建
設
部
道
路

　
　
　

計
画
課
長
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
渡
辺
公
認
会
計
士
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

５
日
◇
出
光
興
産
地
熱
事
業
室

　
　
　

長
等
来
庁
／
字
赤
井
川

６
日
◇
赤
井
川
小
学
校
特
別
授

　
　
　

業
／
字
赤
井
川

７
日
◇
森
を
育
て
未
来
を
語
る

　
　
　

会
植
樹
会
／
字
落
合

10
日
◇
全
国
土
地
改
良
大
会
／

　
　
　

福
井
県
／
～
13
日

14
日
◇
後
志
町
村
会
事
務
／
札

　
　
　

幌
市

１
日
◇
選
挙
管
理
委
員
会

６
日
◇
修
学
児
知
能
検
査

８
日
◇
第
２
回
山
村
活
性
化
支

　
　
　

援
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

　
　
　

候
補
者
選
定
委
員
会

11
日
◇
赤
井
川
村
文
化
祭
第
１

　
　
　

回
実
行
委
員
会
会
議

13
日
◇
入
札

14
日
◇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
意

　
　
　

見
交
換
会

　
　

◇
公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ

　
　
　

ム
完
了
検
査

21
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

　
　

◇
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
・

　
　
　

標
語
審
査
会

22
日
◇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
戦

　
　
　

略
協
議
会

　
　

◇
千
葉
県
多
古
町
視
察
受

　
　
　

入

26
日
◇
教
育
委
員
会
議

27
日
◇
農
業
委
員
会
総
会

　
　

◇
第
２
回
赤
井
川
村
立
小

　
　
　

学
校
適
正
配
置
検
討
委

　
　
　

員
会

28
日
◇
入
札

　

自
衛
官
候
補
生
・
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
説
明
会
を

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　
℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■今月の表紙
　今月の表紙は赤井川中学校文化祭で披
露されたヨサコイの写真です。全校生徒が
一丸となった、力強い演舞でした。
文化祭の発表はどれも素晴らしく、生徒た
ちの練習の成果が伺えました。
　応援に駆けつけていただいた保護者の
皆様、地域の皆様、お疲れさまでした。

む
ら
の
日
誌（
９
月
）

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

自
衛
官
募
集
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

赤井川村スポーツ表彰式
撮影：教育委員会　場所：赤井川村役場　撮影日：2023年10月4日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

■今年は記録的な暑さになり、秋の涼しさを感じる間もなく、あっ
という間に冬が近づいて来ました。今シーズンはエルニーニョ現象
の影響で例年よりも暖かい冬になるそうです。また、昨今問題に
なっている地球温暖化も暖冬の要因となるのではないでしょうか。
温暖化が進むといずれ北海道でも寒くない冬なんてものが訪れる
かもしれませんね。今年の赤井川村の冬はどのようになるのでしょ
うか。（B）


